[image: ]	～あなたの生活に役立つ情報が満載の新潟鍼療センターからのたよりです～
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新潟鍼療通信


発行/ 新潟鍼療センター 〒950-0087　新潟市中央区東大通2-10-13　　☎025-244-1189
ホームページ　　http://hari-niigata.com　　　　　　　　　Ｅメール　hariniigata@sky.plala.or.jp

こんにちは、院長の山田です。まだ寒い日もありますが、少しずつ春の気配が感じられるようになってきましたね。春は、入学や就職、ご家族やご自身の異動など、さまざまな「はじまり」が重なる季節です。おたよりを読んでくださっている皆さんの中にも、これから引っ越しをされる方や、最近この街に転居してこられた方がいらっしゃるかもしれません。今の時代でこそ、引っ越し業者に電話をかけて見積もりを取り、トラックで運んでもらって引っ越しするのは当たり前になっていますね。荷物の梱包などの付帯サービスを利用することも一般的になっています。では、車もなく大量輸送が難しかった昔の日本では、どのように引っ越しが行われていたのでしょうか？実は、農耕中心の暮らしだった時代には、庶民が引っ越すこと自体がまれでした。田畑を手放して移動することが、難しかったからです。一方で、貴族や役人たちにとっては「昇進＝転居」。昇進のたびに家臣や従者が増え、より大きな屋敷へ移り住む必要がありました。これが引っ越し文化のルーツとされています。当時の転居は「引 (ひ)き越 (ご)え」と呼ばれ、これが「引っ越し」の語源になったという説もあります（諸説あり）。庶民の引っ越しが増えたのは江戸時代から。江戸や大阪といった都市部の町人を中心に転居するケースが増えていきました。方法はとてもシンプルなものです。長屋などの借家は「裸貸 (はだかが)し」と呼ばれ、まず空っぽの状態で家を借り、現地で家具一式を買いそろえます。再び引っ越すことになった場合は家具を売り払い、新天地で家財を調達するという身軽なスタイルでした。また、今では、引っ越しのあいさつの際におそばを贈る伝統や習慣は薄れてきているかもしれませんが、江戸時代に生まれたとされるのが「引っ越しそば」の習慣です。近所との縁が「細く長く続くように」との願いから広まったそうですよ。現代の引っ越し
あいさつは、日持ちのする食品やタオル、キッチン用品などが定番でしょうか。引っ越しでなく
ても、新しい環境に身を置くときは少し緊張するもの。お近づきのしるしに、ちょっとしたプレ
ゼントを用意してみるのも素敵ですね。　それでは、皆さんの新生活が、心地よく実りあるスタ
ートになりますように。	　　　　　新潟鍼療センター院長　山田敏夫			
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－あなたの健康増進、健康回復をねがう－ 
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